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１　基本構想の目的と策定意義 ・役割

私たち ※は憲法に保障された地方自治の本旨にのっとり、 市民のしあわせを増進することを目

的に小金井市基本構想を策定します。

少子高齢社会の進行、 価値観の多様化、 経済と国民生活の変化、 環境問題の深刻化、 地

方分権 ・ 自治の進展などにより、 取り組むべき行政需要は、 量的拡大とともに多様化、 複雑

化、 高度化しています。

このような社会潮流の下、 私たち＊は、 平成13年３月に策定した 「第３次小金井市基本構想」

を市政活動の指針として、 総合的かつ計画的なまちづくり＊を進めてきました。 JR中央本線連続

立体交差事業の完成とそれに伴う武蔵小金井駅南口での駅周辺のまちづくり＊により市民の利

便性は向上し、市民参加条例、子どもの権利に関する条例の制定などに見られる市民の参加＊・

自治による制度づくりなどが進展しました。

また、 本市は、 水とみどりに恵まれた良好な住環境や便利な市内外のアクセスを有し、 元気

な高齢者が多く、 教育環境が充実し、 市民の自治 ・ 参加＊意識が高いという特徴があります。

一方で、 減り続けているみどりの保全と拡充、 可燃ごみの安定的な処理体制の確立や新庁舎

の建設、 駅周辺開発や道路をはじめとする都市基盤の整備、 少子高齢化への対応など、 課題

も山積しています。

このような現状に最適＊に対応して、 市民のしあわせの増進を実現するためには、 市民ニー

ズを的確に捉え、 目指すべき将来像を共有し、 地域の独自な資源を活用したまちづくり＊を、 一

層の 「参加※と協働※」 によって推進することが必要になります。 ここに、 第３次基本構想の目

標年次の到来を機に、 新たな基本構想を策定する意義があります。

※私たち…�私たちの住む小金井市における様々な活動の主体である市、 市民、 団体及び事業

者全体を指す言葉として使用している。

※参　加…�市の政策立案、 実施及びその評価に、 広く市民の意見を反映させるため、 市民が

市政に参加すること。

※協　働…�市民及び市が、 お互いを尊重し理解して、 それぞれの役割と責任に基づき、 対等

の立場で連携協力して、 市民生活を充実させること。

【基本構想の役割】
（1） �第３次小金井市基本構想の将来像で示した理念を継承し、 発展させることを基本と

して策定するものです。

（2） 市政活動の総合的かつ計画的な取組の指針となるものです。

（3） 市民、団体及び事業者が、地域社会において活動をする際の指針となるものです。

（4） �国、 東京都、 企業などに対し、 本市が目指すまちづくりへの理解と積極的な協力

を得る指針となるものです。
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基本構想では、 以下を前提として、 私たち＊を取り巻く情勢や私たち＊が住む小金井市の特徴

と課題を踏まえて、 将来像と施策＊の大綱を明らかにします。

（1）　計画期間

第４次小金井市基本構想は、 平成23年度 （2011年度） から平成32年度 （2020年度） ま

での10年間を計画期間とします。 さらに、 この基本構想を具体化するために、 前期基本計画

（平成23 ～ 27年度）、 後期基本計画 （平成28 ～ 32年度） 及び実施計画を策定します。

なお、 計画期間中に社会経済情勢などに著しい変化が生じた場合は、 必要に応じて改定

します。

（2）　人口予測

おおむね12万人と予測します。

ただし、 住民基本台帳による人口予測では、 平成37年度 （2025年度） 以降減少になるこ

とが考えられますが、 この人口減少にも的確に備えるものとします。

（3）　土地利用の現状

本市は、 おおむね４㎞四方で、 面積は11.33㎢です。 全体の約６割を宅地 （公共用地 ・ 商

業用地 ・ 工業用地を含む。） が占めており、 農用地、 公園 ・ 緑地は合わせて２割弱、 残り

の約２割が道路などとなっています。

東西 ・ 南北の主要な道路が人と物の動線となるとともに、 駅周辺には商業施設が集積す

るなど、 生活利便性の高い地域構造となっています。 また、 南北の大規模な都立公園と玉

川上水 ・野川が潤いの空間を形成しています。

第4次小金井市基本構想（10年間）

２　基本構想の前提
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①　商業 ・業務地

本市全体の約６割を占める宅地面積のうち、商業用地として利用されている割合は、６％

強に過ぎず非常に低いものとなっています。

市内には、 駅周辺を中心として住宅地に近接した17の商店街が広がっています。 駅周

辺の地域では、 まちづくり＊の進展により、 土地の高度利用が図られつつあります。

②　住宅地

宅地面積に占める住宅用地の割合は約７割と非常に高いものとなっています。 都市計画

では、 住居専用地域 ・ 住居地域は合わせて９割を占めています。 そのうち、 第一種低層

住居専用地域＊が７割弱と、 多摩26市平均よりも高く、 閑静な住宅地となっています。

③　農地 ・生産緑地

農用地の占める割合は１割弱となっており、 経営耕地面積＊及び生産緑地＊は年々減少

する傾向にあります。

一方では、 野菜 ・ 果物や植木などが栽培されるとともに、 市民に土とみどりの潤いを与

え、 子どもにとっては教育の場となり、 災害時には安全確保など、 多面的な役目を果たし

ています。

④　公園 ・緑地

本市の面積のうち、 公園 ・ 緑地の割合は１割弱となっています。 市立公園の面積は微

増しましたが、 緑地全体は大きく減少しています。

市の外周部に小金井公園や武蔵野公園、 東京学芸大学や東京農工大学などまとまった

みどりがありますが、 中心部ではみどりの減少が目立っています。 そこで武蔵小金井駅南

口第１地区第一種市街地再開発事業＊、 東小金井駅北口土地区画整理事業＊では、 みど

りの創出を踏まえた整備が進められています。
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（1）　社会潮流

今、 社会を取り巻く環境は大きく変化しています。 このような社会潮流を認識した上で、 将

来の本市のまちづくり＊を進めていきます。

●　少子高齢社会の進行

我が国の合計特殊出生率＊は、 1.37 （平成21年） と先進国の中でも最も低い水準であり、

高齢化率＊は22.7％ （平成21年） と過去最高を更新し、 中長期的にも少子高齢化は更に進

むと予測され、 福祉 ・教育・労働・社会保障などあらゆる面での影響があると考えられます。

一方で、 団塊の世代の大量退職や高齢者の増加により、 新たな需要が創出されるととも

に、 地域社会の担い手の役割も期待されています。

●　価値観の多様化

グローバル化＊により社会経済活動が地球的規模で展開される中、 国際化や生活様式の

変化などにより個人の価値観やライフスタイルの多様化が見られます。 また、 社会貢献に対

する意識の高まりや、 元気な高齢者の増加などにより、 市民活動や地域独自の活動が活発

化しています。

●　経済と国民生活の変化

経済の成長率は1990年代以降の平均で約１％、 経済の低成長が長期化する中で、 失業

率の悪化、 格差や貧困などの問題も起こっています。 持続的成長を目指していく経済構造

の中で、 新たな価値を創造し、 雇用の安定を図り、 生活の質を向上させていくことが求めら

れています。

●　環境問題の深刻化

より快適で便利な生活を追求してきた一方、 身近な自然が失われつつあり、 森林の減少、

大気汚染、 温暖化への対策や生物多様性の確保などは、 地球規模の問題となっています。

地球環境を守り、 次世代に引き継ぐために、 産業構造の転換、 廃棄物の発生抑制、 再使

用などを進めると同時に、 みどりを守り育て、 地域から地球温暖化対策を進め、 環境にやさ

しい循環社会＊の構築に向けた取組を進めることが求められています。

●　地方分権 ・自治の進展

社会経済環境の変化により地方分権改革は進展し、 これまで以上に地方自治体の権限の

強化や財源の拡充により、 多様化する市民ニーズへのきめ細かい対応が期待される一方、

「参加＊と協働＊」 を推進し、 自律した自治体経営を行っていくことが責務となっています。

３　社会潮流と小金井市の現状 （特徴と課題）
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（2）　市の現状 （主要な特徴と課題）

私たち＊の住む小金井市には、 様々な特徴と課題があり、 まちづくり＊を進めていく上では、

社会潮流を踏まえ、 課題を解決しつつ、 市の特徴をいかしていくことが必要です。

Ａ　みどりと環境

【特徴】 みどり豊かで良好な住環境

本市は野川、 玉川上水や国分寺崖線 （はけ）、 武蔵野公園、 野川公園、 小金井公園など、

豊かな水とみどりに恵まれています。 雨水浸透ますの設置比率は世界に誇る水準であり、 野川

流域では都内で唯一の自然再生事業＊の指定を受けるなど、 私たち＊はこれらの貴重な自然を

守り育ててきました。

また、 市域に占める宅地の半分近くが第一種低層住居専用地域＊となっており、 みどり豊か

で良好な住環境を形成しています。 加えて、 1人当たりのごみの総排出量の抑制や資源化への

取組は、 近隣市に比べても進んでいます。

【課題】 みどりの保全と創出 ・ ごみ対策

第３次基本構想の計画期間を通じて、 みどりの保全と拡大を進めましたが、 市内の緑地と農

地は減少しています。 こうした傾向を改善するため、 現在あるみどりを保全するとともに、 新た

なみどりを創出する必要があります。

また、老朽化が進行した二枚橋焼却場は、平成19年３月末をもって全焼却炉の運転を停止し、

平成19年度以降の可燃ごみ処理については、 多摩地域の多くの団体のご支援により、 焼却処

理を行っていただいています。 このような他団体の支援による可燃ごみ処理の現状は、 まさに

非常事態です。

このため、 一層のごみ減量を推進することはもとより、 できるだけ早期に安定的かつ確実なご

み処理体制の確立を図ることは市政の最重要課題となっています。

Ｂ　にぎわいを創出するまちづくり＊

【特徴】 便利な市内外へのアクセスとイベントのにぎわい

本市は中央線で都心まで約25分という場所に位置し、 約４㎞四方と入り組みが少ないコンパ

クトな地形となっており、 比較的発達した路線バス網が整備されています。 また、 ＪＲ中央本線

下りに加えて、 平成21年12月に上りが高架化され、 踏切による慢性的な交通渋滞の解消や、

鉄道により南北に分断されていたまちの一体化が実現しています。

市内では、 桜まつり、 阿波おどり大会などのイベントが行われており、 にぎわい創出の一端

を担っています。

【課題】 駅周辺開発、 道路などの整備とその活用

平成21年３月に武蔵小金井駅南口第１地区第一種市街地再開発事業＊の 「まちびらき」 が

行われましたが、 今後更に利便性の高い生活環境を整備するため、 コミュニティ広場＊や市民

交流センターの活用、 商店街の活性化など、 ソフト面での取組が求められます。 また、 東小金
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井駅北口土地区画整理事業＊を推進するとともに、 武蔵小金井駅南口第２地区の再開発＊の着

実な事業化と武蔵小金井駅北口及び東小金井駅南口の再整備並びに新小金井駅周辺のまち

づくり＊に向けた環境整備については、 権利者や市民の意向を踏まえて進めていく必要がありま

す。

都市計画道路＊の整備については、 基幹道路の拡幅整備などにより、 円滑な交通と市民の

安全確保や利便性を高めるとともに、 周辺住民の防災対策の向上、 地域経済の振興につなげ

ていく必要があります。 あわせて、 地域ごとの商店街活性化も課題となっています。

Ｃ　子ども～高齢者 ・共生社会※

【特徴】 元気な高齢者と充実した教育環境

市民の平均寿命の長さやシルバー人材センターの組織率は全国でもトップクラスです。 また、

充実した学校教育に加え、 生涯学習を含めた地域や家庭との連携と努力により、 社会全体で

子どもを支える体制の整備を進めた結果、 都内でも上位に位置する学力水準となっています。

「子どもが元気なまちが発展する」 を合言葉に市のイメージキャラクター 「こきんちゃん」 を活

用した施策＊を展開しています。

【課題】 子育て支援、 高齢者 ・障がい者福祉などの充実と共生社会＊の推進

本市の合計特殊出生率＊は1.13と多摩26市中20番目 （平成21年） となっており、 子育て家庭

の支援のため、 待機児童＊の解消や保育サービスの充実、 適正規模の学童保育のための環境

整備などが課題となっています。

また、 高齢者人口が過去20年間で倍増しており、 ひとりぐらし世帯や高齢者のみの世帯も増

加しています。 元気な高齢者が要介護＊状態になることの防止、 就業支援などによる高齢者の

活躍の場づくり、 地域での見守り体制の充実など、 今後も安心して暮らせる環境づくりなどが課

題です。

障がい者福祉などについては、 ノーマライゼーション※やバリアフリーの推進、 就労支援の更

なる強化、 発達障害への相談支援体制の構築などが求められています。 さらに、 人権や平和

に関する啓発活動を強化し、 男女共同参画や国際交流を進めることにより、 男女平等社会 ・共

生社会＊を推進する必要があります。

※共 生 社 会…�年齢や障がいの有無にかかわりなく、 誰もが支え合い、 自立して暮ら

せる社会のあり方

※ノーマライゼーション…�高齢者や障がいのある人などハンディキャップがあっても、 ごく普通の

生活を営むことができ、 かつ、 差別されない社会をつくるという福祉や

教育のあり方を示す基本的理念

Ｄ　参加＊と協働＊

【特徴】 活発な市民活動

市内のＮＰＯ法人＊は61 （平成22年） を数え、 そのほかにも多くの市民活動団体などが様々
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な分野で活動しています。 また、 市と市民活動団体などとの相互の連携 ・ 協力を進めるため、

協働推進基本指針を策定しています。 市の重要な施策＊を実施するに当たっては、 市民参加条

例に基づき、 住民参加＊による推進が実施されており、 まちづくり条例 ・環境基本条例などの市

民参加＊による制度づくりなどが進展しています。

【課題】 参加＊と協働＊及び公民連携の推進

市民活動が活発化し、 市民の参加＊と協働＊は進んできていますが、 ライフスタイルの変化に

よる地域交流の希薄化、 町会 ・ 自治会の加入者の減少など、 地域とのつながりが薄い市民も

多い状況です。 市民ニーズを把握するためにも、 情報公開をより一層進め、 市民の自治意識

を更に高め、 市民参加条例の理念に基づき、 多数の市民の意見を市の施策＊に反映させていく

ことが課題となっています。

Ｅ　行政サービスと行財政改革

【特徴】 特徴ある行政サービスと財政状況の改善

世界に誇る設置率である雨水浸透ます、 早期に完了した学校の耐震化やコミュニティバス

「CoCoバス」 など、 特徴ある行政サービスを実施しています。 また、 市の財政は危機的状況を

脱却し、 経常収支比率＊が多摩26市の平均的な水準まで回復しており、 財政状況は改善されつ

つあります。 税収に占める個人市民税の割合が高く、 法人市民税などに比べて、 経済情勢の

影響を受けにくく、 税収が比較的安定しています。

【課題】 多様な住民ニーズへの対応と行財政改革

社会経済環境の変化により、行政需要は量的拡大に加え、質的にも多様化・高度化する一方、

市民意向調査では、 行政サービスに対する満足度は他の施策＊に比べ低くなっています。 公的

施設が未整備又は老朽化していることなどが懸案の一つですが、 よりきめ細かく住民ニーズに

対応するためには、 民間活力の導入や市民との協働＊を進め、 行財政改革を推進することも課

題となっています。

一方で、 日本経済は、 人口減少に伴う経済活動停滞の懸念など、 外部環境は厳しさを増し

ています。 本市においても高齢化に伴う福祉分野での負担増の一方、 市民の課税所得の低下

が市税収入減少につながる恐れがあり、 経常収支比率や人件費比率などの財政指標の改善に

向けた計画的な行財政運営を行うことが必要です。

また、 駅周辺のまちづくり＊、 可燃ごみの安定的な処理体制の確立や新庁舎の建設、 さらに

は平成37年 （2025年） 頃からと見込まれる人口減少や施設の老朽化、 金利の上昇 （地方債

残高の抑制） にも備えていく必要があります。
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　　■　コラム　長期計画審議会の議論から　■　　

主要な市の特徴と課題と市民ニーズについて

基本構想を策定する上では、 市を取り巻く 「社会潮流」 や 「市の現状」 をきちんと把

握することが大切です。 社会潮流については、 長期計画審議会での議論を踏まえ、 人口、

社会、 経済、 環境、 法制度のそれぞれの分野から市にとって最も影響が大きいと思われ

る内容を一つずつ取りあげたものです。

市の現状については、 小金井市における様々な特徴と課題の中から、 「社会潮流」 と

「市民ニーズ」 を踏まえて取り上げました。 特に、 市民ニーズの把握については、 基本計

画を策定するに当たって５年ごとに実施している市民意向調査や、 市長への手紙＊、 市民

討議会のほか、 長期計画審議会が市民フォーラムに合わせて実施したアンケート、 市が策

定した長期総合計画討議要綱などを参考にしました （市民意向調査の概要は、 巻末の資

料参照）。

●市民意向調査 （2008年　基本計画の策定に当たって定期的に行っているもの）

　住み続けたい理由 （上位３つ）… … �自然環境が良い、 都心への交通の便が良い、 住み慣れ愛

着がある

　移転したい理由 （上位３つ）………… �公共 ・公益施設が充実していない、 買物が不便、 行政サー

ビスが充実していない

　重要度が高く満足度が高い………… 緑と水の保全の拡大、 水道水の安定供給

　重要度が高く満足度が低い………… �道路安全性の向上、 ごみの減量、 子育て体制の整備、 財

政健全化

●市長への手紙＊2009………………… �ごみ対策、健康・医療対策、高齢者福祉施策、子ども家庭・

青少年施策、 行財政の健全化 ・効率化

●市民討議会 （2008年）

　市 の 良 い と こ ろ… ………… �自然 ・ 住環境が良い、 市内外の交通の利便性、 地域の活

力が高く教育熱心

　市の改善が必要なところ… ………… 行政サービスの充実

●�市民意向調査（2010年　市民フォーラムの実施に当たって中間報告の施策体系に合わせ臨時に実施）

　重要度が高く満足度が高い………… みどりと水、 健康 ・医療

　重要度が高く満足度が低い………… 地域環境衛生（ごみ問題）、財政財務、雇用、市街地整備

（市政に望む重点項目）
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基本構想に関する取組は、 この基本姿勢に基づいて実践します。 これにより、 基本構想の

目指すべき方向の実現に向けて、 市、 市民、 団体及び事業者が力を合わせることを可能にし

ます。

①　市民生活優先のまちづくり＊

まちづくり＊は、 私たち＊市民の 「しあわせな生活」 を実現するものです。

私たち＊は、 市民ニーズに基づいて共に考え、 市民の生活を守り安定 ・ 発展させること

を最優先にしてまちづくり＊を進めます。

②　参加と協働によるまちづくり＊

まちづくり＊は、 市、 市民、 団体及び事業者の 「参加＊と協働＊」 に基づく市民自治によ

り実現されるものです。

私たち＊は、 人と人とのきずなをいかした、 参加＊と協働＊による創造的なまちづくり＊を進

めます。

③　総合的なまちづくり＊

まちづくり＊は、 小金井市の地域特性を踏まえて総合的に行われるものです。

私たち＊は、環境変化に最適※に対応し、地域特性や一人ひとりの状況、事情を踏まえて、

総合的、 計画的に行います。

※まちづくり…�市街地などの街をつくる 「街づくり」、 ソフト面を含む幅広い意味で使われる 「ま

ちづくり」 などの意味がある。 ここでは、ソフト面を含む幅広い意味で用いている。

※最 適…�環境変化に対応した最も適切な状態を表し、 ここでは小金井市において、 市民の

ニーズに基づいた地域の特徴をいかしたバランスのとれた政策の形成や統合の

実現を目指す状態を指している。

 

４　まちづくり※の基本姿勢
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（1）　将来像

この基本構想では、 平成32年度（2020年度）における私たち＊の住む小金井市の将来像を、

みどりが萌える ・子どもが育つ ・ きずなを結ぶ　小金井市

とします。

みどりが萌える…潤いや安らぎ、 快適さをもたらしてくれる豊かなみどりは私たち＊のまちの大

きな特徴です。 私たち＊はこれまでもみどりを積極的に育んできましたが、 それでも近年は減

少しています。 第４次基本構想では、 みどりと水を守り育てることを目標とし、 第３次基本構

想の将来像 「元気です　萌えるみどりの小金井市」 の理念を継承し、 みどりをはじめとする

自然の保全 ・創出を推進していきます。

子どもが育つ… 「子どもが元気なまちが発展する」 が私たち＊の合言葉です。 私たち＊のまち

は、 まちの未来を担う子どもにとって、 みどりが多く、 教育環境が充実しています。 保護者に

とっても市内外へのアクセスが良いことなどから家庭と仕事の両立がしやすく、 また、 親世代

や祖父母世代との世代間交流や子ども向け地域イベントも盛んです。 子どもにとってやさしく、

楽しく、 快適なまちは親世代 ・ 祖父母世代にとってもやさしく、 楽しく、 快適なまちです。 第４

次基本構想では、 教育活動や保育サービスなどを拡充し、 世代間交流や地域全体で子ども

を見守る施策＊を更に進め、 次世代の夢を育み、 全ての世代のしあわせが増進する、 まち全

体の発展を目指します。

きずなを結ぶ…私たち＊のまちでは市民活動が活発であり、 様々なイベントなどが開催され、

参加＊と協働＊が進んできています。 様々な機会を通じて、 地域での知人が増えることは、 生

活の潤いと市民力の向上をもたらします。 多様化 ・ 複雑化 ・ 高度化する市民ニーズに対応

するためにも、 第４次基本構想では分かりやすい情報発信などを通じて、 参加＊と協働＊を更

に進め、 市民がつながり、 支え合う、 思いやりのあるまちの連帯を深めます。

そして、 市民が「住みやすい」「住み続けたい」と思い、 「住んでみたい」と思われるまちへ。

将来像実現を測る基本的な指標として、 「住みやすさの向上」 と 「住み続けたいと思う市

民の割合の増加」 を目指します。

【基本的な指標】
評価指標１： 「小金井市の住みやすさの向上＊」

評価指標２ ： 「小金井市に住み続けたいと思う市民の割合の増加＊」

５　小金井市の将来像
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（2）　将来像実現のための施策の大綱 （４つの柱） と重点政策

社会潮流と市の現状、 まちづくり＊の基本姿勢を踏まえ、 本市の将来像 「みどりが萌える ・

子どもが育つ ・ きずなを結ぶ　小金井市」 を実現するために、 施策＊を体系的 ・ 網羅的に展

開する 「施策＊の大綱」 と、 ４つの柱を貫いて重点的かつ横断的に施策＊を展開する 「重点

政策」 を定めます。

みどりと環境 1

市民の参加と協働の推進 4 行政サービスの充実と行財政改革 5

にぎわいを創出するまちづくり2 子ども～高齢者・共生社会 3

文
化
と
教
育

環
境
と
都
市
基
盤

地
域
と
経
済

福
祉
と
健
康
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Ａ　施策の大綱 （４つの柱）

①　みどりあふれる快適で人にやさしいまち （環境と都市基盤）

環境と都市基盤は、 人々の暮らしや様々な地域での活動の礎となるものです。 みどり豊か

な自然環境は本市にとって最も大きな財産です。 また、 市民は、 みどりと水の保全、 ごみ問

題、 公共 ・公益施設の充実、 施設と道路のバリアフリー化＊に高い関心を持っています。

みどりと水を守り育てつつ、 駅周辺をはじめとするまちづくり＊を進めることによって、 自然

環境と利便性が高いレベルで調和した、 快適で人にやさしいまちづくり＊を進めていきます。

また、 地域から地球環境を保全する取組、 可燃ごみの安定的な処理体制の確立や更なる

ごみ減量、市街地・住環境及び道路の整備、施設と道路のバリアフリー化＊などを推進します。

②　ふれあいと活力のあるまち （地域と経済）

地域と経済は、 いきいきとした暮らしを支えるものです。 活発な市民活動は本市の特徴で

あり、 市民は、 防災 ・防犯などの地域の安全、 商店街の活性化に高い関心を持っています。

市民活動をいかして、 コミュニティ＊の再構築を図るとともに、 地域を支え地域に支えられる

産業づくり （創造的産業＊ ・ 商業 ・ 工業 ・ 農業） を進め、 ふれあいと活力のあるまちづくり＊

を進めていきます。

また、 防災 ・ 防犯 ・ 危機管理などの安全な地域づくり、 産学 ・ 商工農の連携、 安心な消

費生活支援などを推進します。

③　豊かな人間性と次世代の夢を育むまち （文化と教育）

文化と教育は、暮らしの豊かさを示すものであるとともに、地域の将来につながるものです。

充実した教育環境は本市の特徴です。 また、 市民は、 学校教育施設と図書館などの生涯学

習施設の整備に高い関心を持っています。

学校における教育活動及び学習環境を更に高めるとともに、 図書館 ・ 公民館などの生涯

学習の場の充実を図り、 豊かな人間性と次世代の夢を育むまちづくり＊を進めていきます。

また、 市民交流センターなどを活用した文化 ・ 芸術の振興及び歴史的文化遺産の保全と

継承、 人権 ・平和 ・男女共同参画の取組、 スポーツ ・ レクリエーションなどを推進します。

④　誰もが安心して暮らせる思いやりのあるまち （福祉と健康）

福祉と健康は、 市民一人ひとりが安心して暮らしていくために欠かせないものです。 活発で

健康的な高齢者が多いことが本市の特徴です。また、市民は、福祉のまちづくり＊、高齢者福

祉の充実、 安心して子育てできる仕組みづくり、 医療体制の充実に高い関心を持っています。

制度の枠組みを超えて地域福祉を進め、 子育ち ・ 子育て支援を進めるとともに、 高齢者

が生きがいを持って安心して過ごせる、 誰もが健やかに安心して暮らせる思いやりのあるまち

づくり＊を進めていきます。

また、 ノーマライゼーション＊、 障がいのある人や低所得者 ・ひとり親家庭への福祉、 健康

相談などの保健活動や緊急時を含む医療体制の充実などを推進します。
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Ｂ　重点政策

重点政策は、 社会潮流と市の現状などを踏まえ、 ①みどりと環境　②にぎわいを創出する

まちづくり＊　③子ども～高齢者 ・ 共生社会＊　④市民の参加＊と協働＊の推進　⑤行政サー

ビスの充実と行財政改革の５つを基本とします。

詳細は基本計画の中で明らかにします。
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①　みどりあふれる快適で人にやさしいまち （環境と都市基盤）

＜現況と課題の概要＞

私たち＊の住む小金井市は、 野川、 玉川上水や、国分寺崖線（はけ）、 武蔵野公園、 野川公園、

小金井公園など、 豊かなみどりと水に恵まれており、 市民と共にこれらの貴重な自然を守り育てて

きました。 しかしながら、 本市のみどりは減少し続けています。 生活環境においては、 大量生産 ・

大量消費 ・ 大量廃棄といった社会経済システムの下で進行した地球温暖化など、 地球規模での環

境問題が深刻化しています。 このシステムを根本的に改め、 身近な地域からの徹底したごみ減量

化、 再資源化が強く求められています。 さらに、 本市の可燃ごみを処理してきた二枚橋衛生組合

が平成19年３月末に全ての焼却炉の運転を停止したことに伴い、 安定的に可燃ごみを処理する体

制の確立が緊急の課題となっています。

まちづくり＊においては、 ＪＲ中央本線連続立体交差事業＊に併せて、 駅周辺でのまちづくり＊と

都市計画道路＊などの整備を進めてきました。 ＪＲ中央本線連続立体交差事業＊の完成は目前に近

づいており、 それに連動した武蔵小金井駅 ・ 東小金井駅周辺の市街地整備及び都市計画道路＊

などの整備や、公共交通体系の見直しなどが課題となっています。また、インフラ＊や施設の耐震化・

バリアフリー化＊などによる快適で安全な住環境づくり、 下水道では耐用年数を迎える施設の更新

に向けた取組が求められています。

■　みどりと水　■

本市の豊かなみどりと水を守るために、 市民の自然を守る心を高め、 市民参加＊による公

園 ・ 緑地づくりなど、 みどりを育む仕組みづくりを進めます。 国分寺崖線 （はけ） や玉川上

水などをはじめとする市内のみどりと水の保全に取り組むとともに、 公園 ・ 公共施設 ・ 道路

などの緑化を進めることにより、 みどりのネットワークの形成を図り、 ゾーンを増やします。

また、 地下水の涵養＊と湧水の回復のため雨水の貯留浸透を進めることにより、 清流の復

活に取り組むだけでなく、 更なる水辺の創出を推進していきます。

■　ごみとまちの美化　■

環境への負荷を最大限軽減し循環社会＊の形成を図るため、 市民 ・ 事業者 ・ 行政が一体

となり、 ごみ減量 ・再使用 ・再資源化の推進を図ります。

また、 将来にわたり安全で安定的なごみ処理を行うため、 東京都及び関係団体と連携し、

可燃ごみの処理体制の確立を図ります。 また、 それまでの間は、 多摩地域の多くの自治体

及び一部事務組合＊に可燃ごみの処理をお願いしなければならないことから、 引き続き施設

周辺にお住まいの皆さまや関係者のご理解をいただけるようごみの減量に努めます。 さらに、

中間処理場については、 施設の老朽化に対応し、 循環社会＊の形成に資する施設として、

地域住民の理解を得ながら再整備を図ります。

まちの美化については、 「ごみを捨てない」 という教育と一体となった意識啓発や地域ぐる

６　施策の大綱
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みの清掃活動、 喫煙マナーの向上など、 市民の協力を得て清潔で美しいまちづくり＊を推進

します。

■　環境保全　■

地域から地球環境を保全する取組を進めるため、地球温暖化対策の計画的な推進やクリー

ンエネルギー＊の導入促進などにより、 環境にやさしい仕組みづくりを進め、 地球環境への負

荷の軽減を図ります。

また、 騒音など、 都市型 ・ 生活型の環境問題については、 市民、 事業者、 行政などが一

体となって対策を講じるとともに、 測定 ・ 見守り体制の充実や生活環境問題に対する意識向

上を図ります。

■　市街地整備　■

武蔵小金井駅周辺は、 本市の玄関口にふさわしいまちとするため、 引き続き、 再開発＊な

どにより、 商業 ・ 業務及び住宅との調和のとれた魅力ある文化性の高い市街地として整備し

ます。

東小金井駅周辺は、 土地区画整理事業＊などにより、 東部地区の中心として一部に商業、

業務機能を持たせた地区として整備を推進します。

新小金井駅周辺は、 みどりあふれる武蔵野公園、 野川公園の玄関口として、 みどりと水

のネットワーク形成を進めるなど自然環境をいかした市街地を目指します。

ＪＲ中央本線連続立体交差事業＊完了後の高架下利用の推進を図ります。 また、 住民主

体のまちづくり＊を支援します。

■　住宅 ・住環境　■

市民、 事業者の参加＊ ・ 協力と、 国 ・ 東京都との連携により、 良質な住宅の供給を図ると

ともに、 耐震化、 防災 ・ 安全施設の整備や施設のバリアフリー化＊により、 周辺環境と調和

のとれた快適で安全な住環境の整備を図ります。

平成23年度末に受託事業の解消される上水道の緊急時の対応などに万全を期するととも

に、 下水道については、 管路の耐震化 ・ 合流式下水道＊の改善 ・ 長寿命化対策など、 維持

管理の充実を図ります。

■　道路 ・河川　■

ＪＲ中央本線の関連側道、 南北交差道路及び都市計画道路＊の整備、 生活道路の安全性

向上を進めるとともに、 道路の電線類地中化及び交通関連施設のバリアフリー化＊を推進し、

人にやさしい道路環境の整備を図ります。 また、 駅前広場の整備、 路線バスやコミュニティ

バスの充実、駐輪場の整備などにより、円滑で利便性に優れた交通環境の整備を促進します。

野川については市民が憩う親水の場としての整備や災害に強い河川とするよう、 また、 仙

川についてはせせらぎを持った遊歩道としての整備を東京都に要望します。 旧水路敷につい

ては、 それぞれの地域の状況に合わせて、 遊歩道化などを推進します。
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②　ふれあいと活力のあるまち （地域と経済）

＜現況と課題の概要＞

私たち＊の住む小金井市では、ＮＰＯ＊などの市民活動が活発化し、東京国際スリーデーマーチ(ウ

オーキングフェスタ東京)、 青少年のための科学の祭典やわんぱく夏まつりなどの様々なイベントが

市民主体で実施されています。 その一方で、 ライフスタイルの変化による地域交流の希薄化など

により、 町会 ・ 自治会の加入者の減少など、 地域とのつながりが薄い市民も多くなっています。 ま

た、 身近な犯罪の増加などにより、 地域の安全 ・安心に対する期待が高まっています。

地域経済では、 多摩26市平均と比較すると小売業 ・ 工業共に事業所数が少ないのが現状であ

り、 本市の特性に合った創造的産業＊の育成や市民ニーズに合った商業の振興や住環境と調和し

た工業の振興が課題となっています。 農業についても、 農家数 ・ 経営耕地面積＊などが減少して

います。また、消費生活においては産地偽装問題＊などにより安全・安心が求められているとともに、

経済の先行き不透明化などにより雇用不安が高まっています。

■　コミュニティネットワーク　■

市民活動団体などの市民活動の拠点として （仮称） 市民協働支援センターなどを整備し、

市民の自主的な活動を支援するとともに、 大学 ・ 企業 ・ 団体などの地域活動を促進し、 参

加＊と協働＊によるまちづくり＊を進めます。

また、 市民活動や様々なイベントの地域情報などを総合的に整理したコミュニティポータル

サイト＊などを整備し、 市民活動の内容や参加方法が市民及び市外の人に分かりやすく、 身

近なものとすることにより、 人々のきずなや地域の連携のための基盤づくりを進めます。

■　地域安全　■

計画的な防災、 国民保護の推進とともに、 様々な状況に対応できる危機管理体制を強化

します。 防災については、 市民の防災意識の向上、 自主防災組織＊などの防災体制の強化

を図り、 防災コミュニティ＊づくりを進めるとともに、 防災機能の強化のため、 消防団の設備 ・

装備及び災害対策物資 ・ 設備の充実を図り、 防災活動の拠点となる防災センターを新庁舎

の建設と併せて整備します。

防犯については、 市民の防犯意識の向上を図るとともに、 地域での見守り活動などを推進

し、 地域ぐるみの防犯対策を推進します。

■　創造的産業　■

大学連携型起業家育成支援施設＊の活用などによる産業振興を計画的に推進し、 ベン

チャー＊ ・ ＳＯＨＯ＊の支援や産業振興のための産業基盤を整備して、 研究開発型の産業、

情報 ・ 環境 ・ 福祉 ・ 健康などの成長産業、 地域資源をいかしたコミュニティビジネス＊の育

成 ・誘致を図ります。 また、 商工農業の情報交流 ・ネットワークの充実を図ります。
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■　商業　■

商業振興モデル地区の設定と展開などにより、 商店や商店街を中心に活力とふれあいの

あるまちづくり＊を推進します。 商業振興を計画的に推進し、 駅周辺や商店街の環境整備を

図るとともに、 市民ニーズに対応した個性ある商店街を目指し、 地域を支え、 地域に支えら

れる魅力ある商業 ・商店街づくりによるにぎわいの創出に努めます。

また、 地域の魅力を発信し、 魅力あるイベントや地域資源をいかした観光を推進します。

■　工業　■

小規模な工場が住宅地に混在している状況を踏まえ、 住環境との調和に配慮しつつ、 大

学連携型起業家育成支援施設＊を拠点とした産学官連携の取組などにより、 経営及び高度技

術化を支援し、 地域産業のＰＲや地域との交流推進を図ります。

■　農業　■

農地が減少しないように保全するとともに、 農業者と市民やＮＰＯ＊などが協働＊で仕組みづ

くりを進め、 担い手の育成や、 認定認証農業者制度＊を推進するなどにより、 農業経営の安

定化支援に努めます。 また、 農作物直売所を整備し、 江戸東京野菜＊など地場産農作物の

産業化に努め、 地場産品の流通を促進します。

さらに、 農業者や農業団体 ・ 市民の協力により、 食育の支援やふれあい農業の充実を図

ります。

■　消費者生活 ・勤労者福祉　■

安全 ・ 安心な消費者生活を支援するため、 市民の消費生活意識の向上と正しい知識の普

及及び情報提供を進めるとともに、 関係団体との連携により、 相談事業の充実を図ります。

勤労者福祉については、市内には中小零細企業が多いため、勤労者福祉サービスセンター

を通じて、 福利厚生対策の充実と労働環境の向上を図ります。

■　雇用　■

インターネットを活用して地域の求人情報を提供するとともに、 ハローワークをはじめとする

関係機関との連携により相談体制など各種支援を充実し、 就業機会の拡大を図ります。

また、 就業の面と生きがい対策といった面から、 高齢者の能力や経験を活用できる雇用の

機会の確保を図るとともに、 障がいのある人の雇用を促進し、 社会参加と自立を支援してい

きます。
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③　豊かな人間性と次世代の夢を育むまち （文化と教育）

＜現況と課題の概要＞

私たち＊の住む小金井市では、 市民文化については、 芸術文化振興条例の制定、 はけの森美

術館の整備などを行うとともに、 市民交流の場 ・ 芸術文化ホールである市民交流センターの整備

が進められています。 人権 ・ 平和 ・ 男女共同参画では、 非核平和都市宣言 ・ 男女平等都市宣言

などを行い、 平和講演会やこがねいパレットなどの取組を続けてきました。

生涯学習の分野では、 読書や学習スペースを求める市民ニーズに対して、 築40年近い本館を

はじめとする図書館は、 物理的に対応できていない状況が見受けられ、 早急な対策が求められて

います。 公民館 ・ スポーツ施設についても、 施設の整備が必要です。

学校教育は、 家庭 ・学校 ・地域の連携と努力により、 学習面では都内でも高い学力水準となっ

ており、いじめ、不登校、暴力行為などの発生率は東京都の平均より低く、生活面も安定しています。

市内小 ・中学校全ての校舎の耐震工事が完了した一方、 校舎の老朽化への備えや機材及び設備

の充実が課題となっています。 また、 学校と地域の更なる連携が求められています。

幼児教育では家庭での教育への支援などが求められています。

■　文化 ・芸術　■

市民の参加＊と協働＊により、 個性豊かな市民文化の創造、 芸術文化活動の推進、 名勝

小金井 （サクラ） などの歴史的文化遺産の保全と継承など、 総合的な文化振興を推進する

とともに、 文化施設である市民交流センターやはけの森美術館を効率的に運営し、 芸術文化

事業を積極的に推進します。

また、 都市間交流や、 多文化共生社会＊の実現に向け、 地域に居住する外国籍市民との

交流を促進します。

■　人権 ・平和 ・男女共同参画　■

誰もが個人として尊重され平和に暮らせる社会を目指して、 人権の尊重、 平和に対する意

識啓発の充実を図るとともに、 男女が共に自立し、 性別にかかわりなく個性と能力を発揮で

きる社会の形成に向けて、 家庭、 学校、 職場、 地域などあらゆる場を通して男女共同参画

を進めます。

また、 女性の就業機会拡大のための環境整備や生涯を通じた男女の心身の健康支援の

充実を図ります。 市民のより充実した生活のために、 仕事と生活の調和 （ワーク ・ ライフ ・

バランス＊） の実現を推進します。

■　生涯学習　■

生涯学習の計画的な推進により、 市民ニーズを踏まえた中央図書館、 公民館及び （仮称）

貫井北町地域センターの整備など活動の場の充実を図るとともに、 人間性豊かな学びあいの

地域づくりを目指して、 生涯学習活動に対する支援、 情報提供やネットワークの整備を進め、

市民協働＊により、 生涯学習活動を推進します。
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■　スポーツ ・ レクリエーション　■

市民のスポーツ ・ レクリエーション活動の多様なニーズに応える支援として、 各種スポーツ

行事 ・ 教室の開催、 団体 ・ 組織の育成などにより、 スポーツ ・ レクリエーション活動の振興

を推進します。

また、 平成25年のスポーツ祭東京2013 （第68回国民体育大会、 第13回全国障害者スポー

ツ大会） に伴うスポーツ ・ レクリエーション施設の整備や学校体育施設の活用、 地域や近隣

市との連携を通して、 施設の活用を図ります。

■　学校教育　■

「生きる力」 を育成し、 児童生徒一人ひとりが夢を持っていきいきと学習できる学校教育を

計画的に推進することにより、 国際化や情報化など時代に即した教育内容はもちろんのこと、

特別支援教育の充実、 児童生徒の心と体のケアや教職員の研修 ・研究の充実を図ります。

また、 地域社会に開かれた学校の実現を目指すとともに、 教育施設 ・ 教材などの整備 ・

充実を図り、 校庭の芝生化 ・緑化など、 学習環境の更なる整備 ・充実を進めます。

■　幼児教育　■

重要な役割を担う家庭での幼児教育を支援するため、 幼稚園と保育所の連携をもとに地域

社会一体となった幼児教育を推進し、 保護者と子どものための講座や保護者に対する相談事

業を充実するとともに、 図書館などにおける学習機会の拡大を図ります。

また、 幼稚園の安定的存続のために、 保育の観点などを含め保護者や子どもたちのニー

ズを的確に把握し、 人材の育成など、 運営面 ・ 管理面での適切な対応を実施するとともに、

幼児教育に対する支援に努めます。
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④　誰もが安心して暮らせる思いやりのあるまち （福祉と健康）

＜現況と課題の概要＞

私たち＊の住む小金井市では、 地域ぐるみの福祉推進を目指して福祉オンブズマン制度＊の整

備などを行ってきましたが、 制度の枠組みを超えた総合的な地域福祉の推進や福祉会館の耐震化

などが求められています。 高齢者福祉では地域包括支援センターの充実などの介護保険事業の充

実を進めてきましたが、 高齢者数は過去20年間で倍増しており、 高齢者の生きがいづくり、 今後も

安心して暮らせる環境づくりが課題となっています。子育てについては、15歳未満の年少人口比率＊

は他の自治体と比べても低下が進行しており、 待機児童＊は増加しています。 生活の多様化に伴

うなど様々な保育サービスに対応した子育ち ・ 子育て支援の充実が必要となっているとともに、 児

童虐待の防止についての取組の強化が求められています。

また、 ノーマライゼーション＊の推進による子ども ・ 高齢者 ・ 障がいのある人など誰もが安心して

暮らせるユニバーサルデザイン※を踏まえた共生のまちづくり＊、 生活習慣病の予防や食育などに

よる健康づくりの推進や医療体制の充実が求められています。

※ユニバーサルデザイン…�年齢、性別、身体、国籍などの様々な特性や違いを越えて、初めから、

できるだけ全ての人が利用しやすい、 全ての人に配慮した、 環境、 建

物 ・施設、 製品などのデザインをしていこうという考え方

■　地域福祉　■

全ての市民が健康で文化的な生活を送ることができるよう、 誰もが安心して暮らせる助け

合いのまちづくり＊を目指して総合的な地域福祉の推進を図り、 福祉活動の拠点である福祉

会館の整備、 社会福祉協議会など各種団体との連携 ・協働＊を推進します。

生活困窮者に対しては、 心身共にサポートし、 保護して適切な支援を行うとともに、 就労な

どの自立の支援を進め、 福祉の向上を図ります。 また、 地域や福祉施策とつながりを持てて

いない人への支援の充実を図るとともに、 低所得状態にある人への生活支援、 就労支援の

ための相談窓口を充実します。

■　高齢者福祉　■

元気な高齢者が社会に積極的に参加＊できるよう、 活躍の場の拡充や世代間交流の促進

を図るとともに、 高齢者の安心 ・ 生活支援のため、 身近な場所での相談体制及び関わりの

必要な高齢者への支援体制や、 ひとりぐらし世帯 ・ 高齢者のみの世帯への見守り体制の充

実、 関係諸機関とのネットワークの整備を推進します。

また、 高齢者ができる限り元気に暮らせるよう、 高齢者自身の参加＊による 「小金井さくら

体操」 （小金井市介護予防体操） などの健康づくりや地域で支え合う仕組みづくりを進めると

ともに、 支援や介護が必要となった高齢者には、 状況に応じた適切なサービスを提供できる

よう、 社会全体で支える体制を整える介護保険事業の充実を図ります。
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■　子ども家庭福祉　■

出生率＊や年少人口比率＊の低下を改善させることは緊急の課題であり、 待機児童＊の解

消など、 保護者や子どもたちのニーズに合った保育サービスの拡充及び人材の育成、 ひとり

親家庭を含めた経済的支援や子どもの発達に不安を持つ家庭などに対して、 相談支援、 発

達支援、 療育支援を行う体制の整備を図り、 誰もが安心して子育てができるよう、 子育て家

庭の支援を進めます。

子どもの健やかな成長のために、 子どもの権利が尊重される社会づくりを進めるとともに、

子どもが様々な体験と仲間づくりができる場や機会の拡大を図り、 子どもの自主性と社会性を

育む子育ちを支援し、 児童虐待防止に取り組みます。 また、 学校、 図書館、 児童館、 学童

保育所や保育所などの施設の活用を推進するとともに、 地域との連携などにより、 子育ち ・

子育て環境の充実と、 家庭の安全で安心な環境づくりを推進します。

■　障がい者福祉　■

障がいのある人が尊厳を持ち、 安心して、 希望を持って社会生活が営めるよう、 障がい

のある人などのニーズを十分に踏まえながらノーマライゼーション＊の推進を図るとともに、 家

族支援を含め、 暮らしの保障 ・ 支援、 教育 ・ 保育や障がい福祉サービスなどの充実により、

日常生活を支援します。

また、 障がいの早期発見と療育＊ができる体制整備を図るとともに、 発達障害などの相談

支援体制を構築します。

■　健康 ・医療　■

市民自らが健康の保持と増進を図ることができるよう、 健康教育や食育、 健康相談などを

充実するとともに、 健康診査や予防接種などにより、 疾病などの予防と早期発見及び健康づ

くりに努めます。

また、 医療機関との連携と協力体制の下、 地域医療体制及び情報提供の充実やかかりつ

け医 ・ かかりつけ歯科医＊の普及を進めるとともに、 福祉との連携を図り、 誰もが安心して暮

らせるよう、 医療保障制度の拡充に努めます。
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この基本構想は、私たち＊の住む小金井市の将来像である 「みどりが萌える ・子どもが育つ ・

きずなを結ぶ　小金井市」 を実現して、 小金井市の更なる発展を目指すものです。 将来像に

向けて、４つの柱を推進するために、市民参加＊ ・ 市民協働＊、行政経営、計画的行政の推進、

財政 ・財務の健全化を図ることが必要です。

＜現況と課題の概要＞

本市における選挙の投票率は都内 ・ 多摩平均と比較して高い傾向にあり、 情報公開制度の利

用や審議会などの公募委員への応募も増加しており、 市ホームページには平成21年度には年間

約315万件のアクセスがありました。 また、 ＮＰＯ法人＊が多く、 市民活動が活発であるなど小金井

市は市民力が高く、 人材が多く潜在能力が高い市であり、 今後の市政発展においては、 市民との

協働＊が大きなテーマとなり、 地域主権に対応し、 職員の意識改革から市政運営の改革までが行

政経営に求められています。

財政状況では、 平成７、 ８年度に経常収支比率＊が全国最下位になるなど、 危機的な状況にあ

りましたが、 行財政改革の推進などにより一定の改善が図られました。 しかし、 経常収支比率＊や

人件費比率などの財政指標は更なる改善が必要であることに加え、経済の先行きは不透明であり、

少子高齢化などに伴う税収減 ・ 行政需要の増加に伴う財政負担の増加に備える必要があるなど、

計画的行政を推進するとともに、 財政 ・財務の更なる健全化や効率化が必要です。

■　市民参加 ・市民協働　■

市民意向調査 ・ 広聴活動の充実などによる市民ニーズの的確な把握を市政運営の起点と

します。 また、 広報活動の充実により分かりやすい情報発信を進め、 情報公開制度の更な

る充実により市民への説明責任を果たすとともに、 個人情報保護制度の適切な運用と堅実な

情報管理による市民の信頼の下で一層の市民参加を進めていきます。

そして、 市民参加条例に基づき、 より多くの市民の参加＊が得られるよう、 市民投票条例

の制定をはじめとして多様な市民参加＊を推進するとともに、投票率の向上に努めます。 また、

（仮称） 市民協働支援センターの活用などにより市民協働＊を支える体制を整備し、 市内団

体 ・ ＮＰＯ＊ ・ 企業 ・大学などとの協働＊を推進します。

■　行政経営　■

参加＊と協働＊における公民連携などの地域力をいかした市政運営を目指して、リーダーシッ

プと執行体制の充実や外部評価制度の導入などによる行政評価＊の拡充などにより、 行政全

体として最も効率的に効果を上げられる、 自律した行政経営の確立を推進し、 行政サービス

の向上と行財政の改革に努めます。

７　計画の推進
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また、 参加＊と協働＊による効果的 ・ 効率的な市政運営を進め、 創造的なまちづくり＊に貢

献できる人材の育成 ・ 活用とプロジェクトチームの活用など政策実現に向けた行政組織の活

性化を図ります。

■　計画的行政　■

基本構想に基づいた総合的かつ計画的な市政運営を推進するため、 施策＊の具体化とそ

の実現方法を明らかにする 「基本計画」、 その事業と財政の裏付けを明らかにする 「実施計

画」 を策定するとともに、 分野ごと ・課題ごとの計画を体系的 ・総合的に策定します。

また、 東小金井駅北口まちづくり事業用地の活用など施設整備を計画的に推進するととも

に、 行政サービスの中枢となる新庁舎を建設します。 さらに、 広域行政を推進し、 広域的に

取り組むべき行政課題には、 関係自治体との協力、 連携を図りながら対応を進めます。

■　財政 ・財務　■

不透明な経済状況にあっても持続可能な財政基盤を確立し、 財政・財務の更なる健全化・

効率化を図るために、 長期的展望に立った計画的かつ効果的、 効率的な財政運営を推進し、

都市基盤整備など様々な施策＊による税収構造の改善、 担税力の誘引など、 自主財源の拡

充とともに滞納額に係る収納率の向上に努め、 地方分権の推進と地方税財政制度の改善を

国や東京都に働きかけていきます。

さらに、 企業会計手法の活用や分かりやすい財政 ・ 財務情報の提供に努め、 人件費など

の経常経費の削減や受益者負担の明確化 ・ 適正化を図るとともに、 財源の的確な配分と効

果的、 効率的な執行に努めます。


